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第
１
回
定
例
会
の
概
要

「小金井平和の日」制定記念式典「小金井平和の日」制定記念式典でで
作文コンクール特別賞受賞作品を朗作文コンクール特別賞受賞作品を朗読読

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
（
篠
原
ひ
ろ
し
議
長
）
は
、
２
月　

日
に
開
会

２７

２３

し
、
３
月　

日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

２５

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

２７

総
額
が
前
年
度
比
約
６
・
２
％
の

増
加
と
な
る
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ　

億
４
千
万
円
で
提
案
さ
れ
ま

３７３
し
た
。
審
査
に
当
た
り
、
議
長
を

除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特

別
委
員
会
（
紀
由
紀
子
委
員
長
）

に
付
託
し
、
７
日
間
に
及
ぶ
審
査

を
経
た
後
、
３
月　

日
の
本
会
議

２５

に
お
い
て
、
起
立
採
決
の
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

２５

は
、
２
件
の
組
替
え
動
議
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
起
立

採
決
の
結
果
、
否
決
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
可
燃
ご
み
共
同
処
理
事
業
負
担
金
（
３
億
７
千　

万
９
千
円
）

５２０

　

日
野
市
、
国
分
寺
市
と
の
３
市
に
よ
る
可
燃
ご
み
共
同
処
理
を
行
う
た
め

の
、
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
関
連
事
業
に
つ
い
て
の
負
担
金
で
す
。

▼
民
間
保
育
所
補
助
金
（
７
億
３
千　

万
５
千
円
）・
保
育
所
運
営
等
委
託
料

６６９

（　

億
７
千　

万
２
千
円
）

１３

４９７

　

待
機
児
解
消
に
向
け
、
新
規
認
可
保
育
所
開
設
（
１
園
）、
認
証
保
育
所
か

ら
認
可
保
育
所
へ
の
移
行
（
２
園
）、
定
員
拡
充
（
１
園
）、
グ
ル
ー
プ
保
育

室
の
認
可
へ
の
移
行
（
５
園
）
等
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
東
セ
ン
タ
ー
運
営
委
託
料
（
２
千　

万
１
千
円
）

５６４

　

市
民
協
働
・
公
民
連
携
の
理
念
に
基
づ
き
、
８
月
か
ら
東
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
委
託
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
委
員
会
で
の
審
査
を
踏
ま
え
て
、
こ
の

委
託
料
の
執
行
凍
結
を
求
め
る
付
帯
決
議
（
３
面
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

【
２
月
】

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
採
決
、

２３

議
員
提
出
議
案
の
採
決
、
陳
情

の
採
決
、
平
成　

年
度
施
政
方

２７

針
）

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

２４

２７

針
の
質
疑
）

　

日　

本
会
議
（
平
成　

年
度
施
政
方

２６

２７

針
の
質
疑
、
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
）

　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

２７

会
付
託
）

【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議
案
の

審
議
・
委
員
会
付
託
、
議
員
提

出
議
案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付
託
）

９
日　

厚
生
文
教
委
員
会

　

日　

建
設
環
境
委
員
会

１０
　

日　

総
務
企
画
委
員
会

１１
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１２
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１３
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１６
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１７
　

日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

１８
 

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１９
　

日　

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・
委
員

２０

会
付
託
）

 

総
務
企
画
委
員
会

　

日　

本
会
議
（
会
期
の
延
長
）

２３
 

予
算
特
別
委
員
会

 

総
務
企
画
委
員
会

 

厚
生
文
教
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

 

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

 

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会

２４
　

日　

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案
件
の

２５

採
決
、
議
員
提
出
議
案
の
審

議
・
委
員
会
付
託
・
採
決
）

 

総
務
企
画
委
員
会

 

厚
生
文
教
委
員
会

 

建
設
環
境
委
員
会

 

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

平
成　

年
第
１
回

２７定
例
会
日
誌

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

２７

平
成　

年
度
一
般

２７

会
計
予
算
を
可
決

その他
3億4,491万円
0.8%
議会費
4億300万円1.1%
消防費
17億1,396万円 4.6%
公債費
27億4,791万円 7.4%
教育費
32億2,812万円 8.6%
総務費 33億8,399万円 9.1% 衛生費 40億2,202万円 10.8%

土木費 42億745万円 11.3%

民生費
172億8,864万円 46.3%
民生費
172億8,864万円 46.3%

その他
32億5,589万円 8.8%

市債
4億6,290万円 1.2%

地方消費税交付金
24億100万円 6.4%

都支出金
51億5,588万円 13.8%

国庫支出金 59億3,789万円 15.9%

市税
201億2,644万円
53.9%

市税
201億2,644万円
53.9%

一般会計　予算額373億4,000万円一般会計　予算額373億4,000万円

歳 出

歳 入

※金額は、千円の位を
　四捨五入しています。

　

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
平
成　

年
度
一

２７

般
会
計
予
算
の
う
ち
、
福
祉
会
館
の
設
計
を
大
学
と
の
共

同
研
究
に
よ
り
実
施
す
る
た
め
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
を
通
し
て
全
額
が
削
除
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
の
経
過
を
踏
ま
え
、
各
常
任
委
員
会
及
び
行

財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
福
祉
会
館
に

関
す
る
議
員
案
・
陳
情
に
つ
い
て
共
同
で
質
疑
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
４
月　

日
に
連
合
審
査
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１４

　

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
審
査
を
行
う
た
め
、

改
め
て
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

連合審査会を
２３年ぶりに開催

東
セ
ン
タ
ー
委
託
関
連
経
費
に
は
執
行
凍
結
の
付
帯
決
議

設計予算の全額を減額補正　連合審査会の開催へ新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建新・福祉会館建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
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２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２６

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
１２

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
契
約
差
金

や
不
用
額
等
の
整
理
を
主
な
目
的
と

し
、
歳
入
で
は
、
法
人
市
民
税
の
増

収
（
３
億　

万
９
千
円
）、
歳
出
減
に

７７０

伴
う
都
支
出
金
の
減
（
△
２
億
４
千

　

万
４
千
円
）
な
ど
、
歳
出
で
は
、

７０９「
新
庁
舎
建
設
に
要
す
る
経
費
」
の

減
（
△
３
千　

万
９
千
円
）、「
臨
時

３１９

福
祉
給
付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」

の
減
（
△
１
億
１
千　

万
円
）
な
ど

６２７

で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

歳
入
に
つ
い
て
、
法
人
市
民
税
の

現
年
度
課
税
分
は
約
３
億
円
、
地
方

消
費
税
交
付
金
等
の
税
連
動
交
付
金

は
１
億
３
千
万
円
を
超
え
る
増
額
補

正
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
調

整
基
金
は
約
９
億
２
千
万
円
を
取
り

崩
す
が
、
最
終
的
に
平
成　

年
度
末

２６

残
高
は
約　

億
４
千
万
円
に
な
る
。

１２

以
上
の
点
か
ら
賛
成
す
る
。

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２０

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
２３

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
交
付
金（
８
千　

万
３
千
円
）

１２７

な
ど
、
歳
出
で
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

地
域
商
品
券
の
発
行
事
業
等
に
係
る

「
商
工
振
興
に
要
す
る
経
費
」（
７
千

　

万
９
千
円
）
な
ど
で
す
。

７４８
　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
８
回
）

平
成　

年
度
一
般
会
計

２６

補
正
予
算
（
第
９
回
）

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

国
の　

分
の　

の
交
付
金
を
活
用

１０

１０

し
た
補
正
予
算
で
あ
る
が
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
地
域
商
品
券
は
、
市
内
の
小

規
模
商
店
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

か
疑
問
。
空
き
店
舗
等
の
活
用
支
援

も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
。
今
後
も
交

付
金
を
活
用
す
る
な
ら
、
冒
険
遊
び

場
の
よ
う
な
多
世
代
交
流
の
拠
点
づ

く
り
へ
人
員
を
配
置
し
、
事
業
拡
大

に
繋
が
る
こ
と
を
望
む
。

 　

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
な
ど
の
予

算
は
評
価
す
る
が
、
国
保
税
７
千　
５００

万
円
、
介
護
保
険
料
１
億
７
千　

万
７４９

円
の
負
担
増
、
集
会
施
設
、
が
ん
検

診
有
料
化
に
よ
り
厳
し
い
生
活
が
更

に
厳
し
く
な
る
。
一
方
で
第
２
地
区

再
開
発
に
４
億
円
を
か
け
、
税
金
の

使
い
方
が
間
違
っ
て
い
る
。
新
福
祉

会
館
建
設
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
化
な

ど
政
策
決
定
過
程
に
も
問
題
が
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

第
４
次
基
本
構
想
の
将
来
像
の
実

現
に
向
け
、
行
財
政
改
革
に
真
摯
に

取
り
組
み
、
力
を
合
わ
せ
、
信
頼
の

小
金
井
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

難
局
を
乗
り
越
え
て
小
金
井
の
未
来

の
た
め
に
限
り
あ
る
行
政
経
営
資
源

を
活
用
し
て
、
更
な
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
・
増
進
を
図
っ
て
い
る
こ

と
を
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

多
摩　

市
の
来
年
度
予
算
額
（
市

２６

民
１
人
あ
た
り
）
と
比
較
す
る
と
、

平

成　

年

度

２７

一

般

会

計

予

算

本
市
は
、
民
生
費
、
教
育
費
が
ワ
ー

ス
ト
１
位
、
児
童
福
祉
費
、
保
健
衛

生
費
が
ワ
ー
ス
ト
２
位
で
あ
る
。
一

方
、
土
木
費
は
高
い
方
か
ら　

番
目

１０

で
あ
る
。
予
算
編
成
の
根
本
思
想
が

間
違
っ
て
い
る
。
な
お
、
可
燃
ご
み

３
市
共
同
処
理
に
要
す
る
経
費
は
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
賛
同
で
き
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

民
間
活
力
を
導
入
し
、
認
可
保
育

所
だ
け
で
も　

人
の
新
た
な
定
員
枠

２７４

の
確
保
、
学
童
保
育
事
業
委
託
に
よ

る
時
間
延
長
等
、
肺
が
ん
検
診
の
日

数
の
大
幅
な
拡
充
や
、
認
知
症
対
策

の
充
実
等
の
予
算
を
主
に
評
価
す
る
。

理
事
者
と
職
員
に
は
、
住
民
福
祉
増

進
の
た
め
、
横
の
連
携
を
大
切
に
し

て
業
務
に
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

可
燃
ご
み
３
市
共
同
処
理
経
費
が

含
ま
れ
て
お
り
賛
成
し
た
か
っ
た
が
、

新
福
祉
会
館
建
設
設
計
費
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
補
助

金
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
経
費
の
計
上
、

庁
舎
建
設
基
金
の
積
立
て
が
な
い
点

か
ら
反
対
す
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
増
員
は
、
子
ど
も
の
育
ち

を
応
援
す
る
意
味
で
評
価
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

福
祉
会
館
関
連
予
算
の
混
乱
の
原

因
が
、
部
局
の
チ
ェ
ッ
ク
の
甘
さ
だ

と
す
れ
ば
、
業
務
管
理
上
大
き
な
問

題
が
あ
る
。
市
長
を
は
じ
め
担
当
部

局
に
は
、
法
令
上
の
問
題
を
早
急
に

解
消
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
ま

た
、
東
セ
ン
タ
ー
委
託
問
題
で
は
、

課
題
解
消
ま
で
委
託
す
べ
き
で
な
い

が
、
引
き
続
き
市
民
視
点
で
の
予
算

活
用
を
要
望
し
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

市
長
の
提
案
姿
勢
、
行
政
の
運
営

体
制
、
予
算
編
成
の
在
り
方
に
大
き

な
問
題
が
あ
る
。
庁
内
連
携
が
不
十

分
で
市
民
参
加
も
形
骸
化
し
て
い
る
。

新
福
祉
会
館
建
設
計
画
の
撤
回
と
東

セ
ン
タ
ー
委
託
問
題
は
市
長
の
監
督

責
任
が
強
く
問
わ
れ
る
。
新
庁
舎
建

設
設
計
費
や
基
金
の
積
立
て
が
な
く
、

公
共
施
設
再
配
備
の
先
が
見
え
な
い

こ
と
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

本
予
算
に
は
将
来
を
見
据
え
た
も

の
な
ど
市
政
運
営
に
欠
か
せ
な
い
予

算
が
多
く
計
上
さ
れ
て
お
り
、
適
切

な
執
行
を
求
め
る
。
行
財
政
改
革
も

進
め
ら
れ
て
い
る
。
福
祉
会
館
建
て

替
え
の
方
策
と
し
て
の
大
学
と
の
共

同
研
究
は
高
く
評
価
す
る
が
、
十
分

な
準
備
を
欠
い
た
。
今
回
の
教
訓
を

前
向
き
に
捉
え
、
新
た
な
試
み
に
取

り
組
む
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

こ
の
当
初
予
算
は
、
市
民
１
人
当

た
り
の
金
額
に
換
算
し
て　

市
と
比

２６

較
す
る
と
、
総
務
費
、
民
生
費
、
教

育
費
は
最
下
位
、
歳
出
全
体
で
も
最

下
位
で
、
他
市
平
均
の　

％
し
か
な

８８

い
。
平
成　

年
度
決
算
と
比
較
し
て

２５

も
悪
化
し
て
い
る
。
市
長
が
こ
の
打

開
策
を
示
さ
な
い
た
め
、
反
対
す
る

こ
と
に
よ
り
市
長
の
発
奮
を
求
め
る
。

 　

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

２０

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
３
月　
２３

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

予
算
の
主
な
内
容
は
、
福
祉
会
館

設
計
事
業
の
執
行
の
凍
結
に
伴
う

「
福
祉
会
館
に
要
す
る
経
費
」
の
減

（
△
４
千　

万
２
千
円
）
な
ど
で
す
。

８２２

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
に
係
る
経
費
を
平
成　
２６

年
度
で
計
上
し
、
繰
越
明
許
と
な
っ

た
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
平
成　

年
２７

度
当
初
予
算
か
ら
重
複
し
た
部
分
を

取
り
下
げ
、
他
に
福
祉
会
館
事
業
に

つ
い
て
質
疑
の
状
況
か
ら
更
な
る
協

平
成　

年
度
一
般
会
計

２７

補
正
予
算
（
第
１
回
）

議
と
調
整
が
必
要
な
こ
と
か
ら
取
り

下
げ
る
も
の
で
、
必
要
不
可
欠
な
予

算
と
な
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

福
祉
会
館
設
計
事
業
負
担
金
が
減

額
補
正
さ
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

公
共
施
設
計
画
に
大
学
の
知
見
を
活

か
す
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
事
業
内
容

を
み
る
と
種
々
の
疑
問
が
あ
る
。
調

査
の
中
で
不
適
切
な
部
分
が
あ
っ
た

と
の
認
識
を
持
ち
、
減
額
補
正
さ
れ

た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
前
例
の
な

い
事
業
は
、
関
連
法
令
を
精
査
し
細

心
の
注
意
を
払
い
、
提
案
願
い
た
い
。

 　

２
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

２７

生
文
教
委
員
会（
板
倉
真
也
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月
９
日
の
委
員
会
で

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
地
方
教
育
行
政
の
組

織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
、
教
育
長
の
職
務
専
念
義
務

の
特
例
を
規
定
す
る
も
の
で
す
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

安
倍
内
閣
は
当
初
、
教
育
委
員
会

制
度
の
廃
止
を
目
指
し
た
が
、
保
守

層
を
含
む
国
民
的
反
対
で
見
送
ら
れ

た
。
し
か
し
、
首
長
の
関
与
等
を
強

め
る
虚
首
長
任
命
の
新
教
育
長
、
許

首
長
の
教
育
大
綱
制
定
権
、
距
首
長

と
教
育
委
員
と
の
協
議
体
で
あ
る
総

合
教
育
会
議
が
導
入
さ
れ
た
。
日
本

共
産
党
は
、
教
育
へ
の
首
長
の
介
入

を
強
め
る
今
回
の
改
定
に
反
対
す
る
。

 　

３
月
５
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会（
中
山
克
己
委
員
長
）

に
付
託
し
、
３
月　

日
の
委
員
会
で

２０

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

教
育
長
の
職
務
に
専
念
す
る

義
務
の
特
例
に
関
す
る
条
例

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

審
議
し
た
主
な
議
案

　

本
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
基
づ
い
た

給
与
の
減
額
改
正
、
育
児
休
業
取
得

の
一
助
と
し
て
の
期
末
手
当
の
算
定

方
法
の
変
更
を
目
的
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

３
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

今
後
の
影
響
額
に
つ
い
て
、
平
成

　

年
度
だ
け
見
れ
ば
、
退
職
手
当
、

２７給
料
、
そ
の
他
の
手
当
を
含
め
、
改

定
の
影
響
は
マ
イ
ナ
ス
だ
が
、
地
域

手
当
を
平
成　

年
３
月
ま
で
に　

％

３０

１０

か
ら　

％
へ
上
げ
る
こ
と
で
、
給
与

１５

費
総
額
は
確
実
に
増
え
る
。
地
域
手

当
の
影
響
額
に
つ
い
て
正
し
く
住
民

に
伝
え
て
お
ら
ず
、
反
対
す
る
。

 
賛
成
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

政
府
は
、
辺
野
古
へ
の
米
軍
基
地

建
設
を
し
ゃ
に
む
に
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
普
天
間
基
地
や
沖
縄
県
民

の
負
担
軽
減
に
な
る
と
説
明
し
て
い

る
が
、
更
な
る
基
地
被
害
の
押
し
付

け
、
危
険
性
の
増
大
と
な
る
。
米
軍

基
地
は
不
要
と
の
県
民
の
意
思
は
す

で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
本
意
見
書
に
賛
成
す
る
。

沖
縄
の
民
意
を
尊
重
し
、

辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　

議
会
基
本
条
例
（
案
）
策
定
の

進
捗
状
況
、
会
議
録
、
今
後
の
開

催
日
程
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

過
去
の
開
催
日
程　

　

▼
第　

回
＝
３
月
６
日
（
金
）

２８

　

▼
第　

回
＝
３
月　

日
（
金
）

２９

２７

　

▼
第　

回
＝
４
月
９
日
（
木
）

３０

　

▼
第　

回
＝
４
月　

日
（
月
）

３１

２７

　

▼
第　

回
＝
５
月　

日
（
月
）

３２

１１

議
会
基
本
条
例

策
定
代
表
者
会
議

　次の案件は、各委員会で総括の意見・要望の
発言を行い、調査を終了し、３月２５日の本会議
で調査報告を行いました。（「行財政改革に係る
諸問題の調査」については中間報告とし、引き
続き調査を行います）

厚生文教委員会
▶所管事務調査（子どもに関する諸問題の調査）

建設環境委員会
▶所管事務調査（ごみ処理対策及び資源循環型
社会形成に係る諸問題の調査）
▶所管事務調査（駅周辺のまちづくりに係る諸
問題の調査）
▶所管事務調査（小金井市の環境政策推進とエ
ネルギーに係る諸問題の調査）

議会運営委員会
▶議会改革に関する諸問題の調査

行財政改革調査特別委員会
▶行財政改革に係る諸問題の調査

委員会の調査案件

 　

２
月　

日
、　

日
及
び　

日
の
本

２３

２４

２６

会
議
に
お
い
て
、
市
長
か
ら
平
成　
２７

年
度
の
市
政
運
営
方
針
及
び
予
算
の

大
要
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
後
、
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

※　

内
容
は
、
市
報
こ
が
ね
い
（
平

成　

年
４
月
１
日
号
）、
市
ホ
ー

２７
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
施
政
方
針
を
表
明

２７

　

住
所
変
更
の
あ
っ
た
議
員
と
新
し

い
住
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

湯
沢　

綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

住　

所　

東
町
４
―
６
―　
　

ソ
レ

１７

イ
ユ　
２０１

※　

電
話
番
号
の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。 議

員
の
住
所
が

変
わ
り
ま
し
た
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原案可決○××議○××××○○○○○○××××○○○○○予平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第８回）

第　

１　

回　

定　

例　

会

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○予平成２６年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第６回）
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○予平成２６年度小金井市下水道事業特別会計補正予算（第２回）
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○××××○○○○○予平成２６年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第４回）
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○予平成２６年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
原案可決×××議○××××○○○○○○××××○○○○○予平成２７年度小金井市一般会計予算
否　決××○議×××××××××××○○○○×××××即平成２７年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 
否　決×××議×○○○○×××××××××××××××即平成２７年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） 
原案可決○○×議○××××○○○○○○××××○○○○○予平成２７年度小金井市国民健康保険特別会計予算
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○予平成２７年度小金井市下水道事業特別会計予算
原案可決○××議○××××○○○○○○××××○○○○○予平成２７年度小金井市介護保険特別会計予算
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○予平成２７年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○総小金井市行政手続条例の一部を改正する条例
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○総特別職の給与に関する条例の特例に関する条例
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚小金井市教育委員会事務局等職員給与条例の特例に関する条例
原案可決○○×議○××××○○○○○○××××○○○○○厚小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚教育長の勤務時間、休日、休暇等に関する条例
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市教育委員会事務局等職員給与条例等の一部を改正する条例
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例
原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市立保育園における延長保育に関する条例の一部を改正する条例
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚小金井市愛育手当条例の一部を改正する条例
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建小金井市下水道条例の一部を改正する条例
原案可決○××議○××××○○○○○○××××○○○○○厚小金井市介護福祉条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○×○○総小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○○○××○○○○○○○○○○○○×○○総小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例

原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例

原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚小金井市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例

原案可決○○×議○××○○○○○○○○××××○○○○○厚
小金井市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域
密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○△○○予平成２６年度小金井市一般会計補正予算（第９回）
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○予平成２７年度小金井市一般会計補正予算（第１回）
原案可決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即小金井市議会委員会条例の一部を改正する条例（議員提案）
同　意○○○議○○○○○○○○○○○△△△△○○○○○即固定資産評価員の選任に関し同意を求めることについて

異議ない旨の意見提出○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○即人権擁護委員候補者の推薦について
否　決×○○議×○○○○××××××○○○○×××××厚小金井市私立幼稚園就園奨励費補助金の交付の特例に関する条例（議員提案）

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　治：市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会意 見 書 ・ 決 議 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  議：議長（原則、採決には加わらず）

お会治改改ネネリリ民民公公公公共共共共自自自自自
※可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。要旨原稿は提案議員が
作成しています。
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己要　　　旨（提案議員が作成）件　　　名

原　案
可　決○○○議×○○○○○○××××○○○○××△××

介護保険サービスごとに事業者に支払われる介護報酬の改定が行われたが、基本報酬につ
いて、特別養護老人ホームは６％、通所介護の小規模事業所は９％、グループホームは
６％近くの削減となっている。介護現場の人手不足に拍車をかけ、施設の運営と経営を直
撃する介護報酬の引下げを中止し、撤回することを政府に求める。

介護報酬引下げの中止・撤
回を求める意見書

原　案
可　決○○○議○○○○○○○○○○○××××○○○○○

日本が核兵器廃絶への積極的貢献を果たすため、核拡散防止条約の議論をリードするこ
と、広島での国連軍縮会議と長崎でのパグウォッシュ会議世界大会に市民や世界の青年を
参加させること、核兵器の非人道性と地球規模の安全保障について国際的合意形成を促進
することを政府に求める。

「核兵器のない世界に向け
た法的枠組み」構築への取
組を求める意見書

原　案
可　決○△○議×○○△△○○××××○○○○△△△△△

故意に侵入した形跡がないにもかかわらず、事前通告せずに突然住民を拘束した行為は、
米軍による暴力行為、人権侵害である。キャンプ・シュワブでの住民２人の拘束・逮捕に
抗議し、表現、言論の自由、人権尊重の理念のもと、あらゆる市民・住民運動などに対し、
不当な扱いをしないこと、させないことを政府に求める。

米軍キャンプ・シュワブで
の住民の拘束・逮捕に抗議
し、市民・住民の人権が守
られるよう求める意見書

原　案
可　決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

農業従事者の高齢化や、都市部での重い税負担などから、全国の市街化区域内の農地は２０年
間で半減している。農地を守り、都市農業の持続的発展を目指すため、生産緑地について、
貸借を可能としたり、規模要件の指定を自治体ができるようにすること等を政府に求める。

都市農業の振興策強化等を
求める意見書

原　案
可　決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

国連人種差別撤廃委員会の勧告を誠実に受け止め、ヘイトスピーチを含む人種及び社会的
マイノリティの差別を禁止する新たな法整備について、言論・出版の自由や結社の自由、
表現の自由など憲法で保障されている基本的人権を全面的に擁護し、それと矛盾・抵触し
ないものとして、一刻も早く行うことを国会及び政府に求める。

ヘイトスピーチを含む人種
及び社会的マイノリティへ
の差別を禁止する法整備を
求める意見書

原　案
可　決○○○議×○○○○○○××××○○○○××○××

現実性のある住民の避難計画も策定されていない中で、原子力規制委員会が審査書を決定
することは許されない。現在、福井地方裁判所では、大飯・高浜原発運転禁止仮処分事件
の審理が行われ、仮処分決定が待たれている。関西電力高浜原子力発電所３・４号機の再
稼働に反対し、拙速な手続きを進めないことを政府に求める。

関西電力高浜原子力発電所
３・４号機の再稼働に反対
する意見書

原　案
可　決○○○議×○○△△○○××××○○○○×××××

政府・与党は集団的自衛権行使を容認する海外派遣恒久法の議論を開始した。法の成立に
より、今後、海外紛争への自衛隊参戦の道が開かれる。また、国連安全保障理事会決議を
派兵の要件とせず、地理的・支援相手国の制約もない。恒久法の制定をやめ、いかなる紛
争に対しても憲法に基づく平和外交を行うことを政府に求める。

集団的自衛権行使に基づく
安全保障制度の恒久法の制
定をやめ、憲法を生かす平
和外交を求める意見書

原　案
可　決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

特定緊急輸送道路沿道建築物は耐震化を図る必要がある。しかし、要耐震改修建築物とさ
れても、「建物の所有者自らの問題」とされ、協議・検討の場を設けることができない事案
がある。更なる支援の拡充を政府及び東京都に求める。

特定緊急輸送道路沿道建築
物の耐震改修等への更なる
支援の拡充を求める意見書

原　案
可　決○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

ＮＰＯ法人への運営委託は、貫井北センターは昨年４月より開始、今年度はさらに東セン
ターの委託予算が計上されたが、賛否を含めて一定の意見があった。公民館運営審議会及
び図書館協議会答申の尊重、法人との合意と業務が遺漏なく行われることが確認でき、市
議会の理解が得られるまで関連予算の執行停止を求める。

議案第６号平成２７年度小金
井市一般会計予算に対する
付帯決議

否　決×△○議×○○××△△××××○○○○×××××
辺野古への新基地建設反対が、「オール沖縄」の声であることは、「建白書」の提出や県知
事選挙での結果で明らかである。こうした県民の意思に対して、工事再開を強行し、新知
事に会おうともせず、振興予算を削減することは許されることではない。沖縄の民意に従
い、基地建設の中止を政府に求める。

沖縄の民意を尊重し、辺野
古への基地建設を行わない
ことを求める意見書



平成２７年（２０１５年）５月１９日発行 （２４６号）　 　－４－市 議 会 だ よ り

自由民主党小金井市議団
日本共産党小金井市議団
小金井市議会公明党
小金井市議会民主党
リベラル保守の会
生活者ネットワーク
改革連合
市民自治こがねい
こがねい市民会議
小金井をおもしろくする会

（自民党小金井）
（日本共産党）
（公　 明　 党）
（市議会民主党）
（リベラル保守）
（生活者ネット）
（改 革 連 合）
（市 民 自 治 ）
（市 民 会 議）
（こ が お も）

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （４面～７面）
３月１日、３日、４日、５日

露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

小
金
井
市
で
も
待
機
児
童
問
題
が

大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
、
自
治
体

間
の
競
争
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
満
足

度
が
ま
す
ま
す
問
わ
れ
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
。
契
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
は
順
調
に
進
ん
で
い
る

か
。
形
国
が
示
す
人
口
推
計
で
は
、

児
童
人
口
は
計
画
最
終
年
度
の
平
成

　

年
度
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

３１

の
、
５
歳
ま
で
の
児
童
人
口
は
平
成

　

年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

２８い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
保
育
施

設
を
的
確
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
ど
う
対
応
す
る
か
。
径
市
立
保

育
園
の
運
営
に
つ
い
て
、
国
分
寺
市
、

府
中
市
、
狛
江
市
、
立
川
市
な
ど
は
、

民
設
民
営
を
中
心
と
し
た
方
針
を
示

し
た
。
人
件
費
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

財
政
運
営
上
最
も
合
理
的
な
の
が
民

子
育
て
・
保
育
施
策
を
問

子
育
て
・
保
育
施
策
を
問
うう

設
民
営
化
だ
が
、
市
の
方
針
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
時
期
は
遅
れ
た
が
、

他
市
並
に
進
捗
し
て
い
る
。
形
人
口

推
計
も
参
考
に
、
計
画
的
に
必
要
利

用
定
員
数
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　

市
長　

径
建
て
替
え
等
に
関
し
て
、

財
政
運
営
上
、
民
設
民
営
は
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■
そ
の
他
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例

及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
案
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
質
問
し
、
は
け
の
道

の
「
み
は
ら
し
坂
」
東
側
に
あ
る
木

彫
風
の　

階
段
に
愛
称
を
付
け
る
こ

９７

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

公
民
館
貫
井
北
分
館
が
開
設
さ
れ

て
１
年
に
な
る
。
緑
セ
ン
タ
ー
が
で

き
た
際
に
公
民
館
５
館
構
想
が
示
さ

れ
た
が
、
現
在
６
館
と
な
っ
て
い
る
。

契
５
館
構
想
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

形
福
祉
会
館
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

公
民
館
本
館
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な

検
討
が
さ
れ
て
い
る
か
。
径
第
３
次

行
財
政
改
革
大
綱
に
あ
る
公
民
館
本

館
の
セ
ン
タ
ー
化
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。
恵
東
セ
ン
タ
ー
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
委
託
す
る
こ
と
に
よ
る
財
政

効
果
は
。
慶
委
託
化
の
方
向
性
は
他

の
館
に
も
拡
大
す
る
方
向
か
。
慧
公

民
館
使
用
の
有
料
化
の
検
討
状
況
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
第
２
次
基
本

構
想
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
中
学
校

区
を
考
慮
す
る
と
さ
れ
た
。
現
在
弾

力
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
５
館
に

公
民
館
を
取
り
巻
く
課

公
民
館
を
取
り
巻
く
課
題題

整
理
す
る
こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。

形
主
催
事
業
で
福
祉
会
館
に
て
実
施

で
き
る
も
の
を
調
整
中
で
あ
る
。
本

館
機
能
を
既
存
施
設
に
移
し
、
５
館

に
整
理
す
る
方
向
で
考
え
た
い
。
径

分
館
職
員
を
非
常
勤
化
し
、
本
館
に

正
規
職
員
を
配
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

恵
年
間
ベ
ー
ス
で
約
千　

万
円
と
試

４００

算
し
て
い
る
。
慶
現
状
東
セ
ン
タ
ー

ま
で
で
、
丁
寧
な
評
価
を
し
た
上
で

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
慧
公
民

館
内
部
で
検
討
チ
ー
ム
を
作
っ
て
検

討
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、「
市
有
地
の
有
効
活
用
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

契
市
の
最
上
位
計
画
に
「
投
票
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
」
と
あ
る
が
、

そ
れ
に
沿
っ
た
具
体
的
な
計
画
は
。

形
類
似
団
体
で
あ
る
国
分
寺
市
は
３

か
所
、
昭
島
市
は
２
か
所
の
期
日
前

投
票
所
を
設
け
て
い
る
が
、
小
金
井

市
は
な
ぜ
１
か
所
な
の
か
。
径
若
者

の
投
票
率
が
低
い
こ
と
に
鑑
み
、
ド

イ
ツ
の
取
組
な
ど
も
参
考
に
、
若
者

の
市
政
に
対
す
る
意
見
集
約
を
す
る

会
議
体
を
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

恵
松
山
大
学
で
の
取
組
を
参
考
に
、

大
学
内
期
日
前
投
票
所
の
設
置
や
、

啓
発
活
動
の
立
案
段
階
か
ら
大
学
生

に
参
加
し
て
も
ら
わ
な
い
か
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

契

現
在
具
体
的
な
実
施
計
画
は
な
い
が
、

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
投
票
率

向
上
を
含
め
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
投
票
率

な
ぜ
、
投
票
率
はは

下
が
り
続
け
る
の

下
が
り
続
け
る
の
かか

形
期
日
前
投
票
所
を
設
け
て
い
る
第

二
庁
舎
は
市
の
中
央
に
あ
り
効
率
よ

く
投
票
で
き
る
場
所
で
あ
る
。
公
共

施
設
配
置
や
人
口
バ
ラ
ン
ス
、
費
用

対
効
果
等
も
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

恵
市
内
３
つ
の
大
学
と
連
携
を
図
り
、

学
生
に
選
挙
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
は
効
果
的
だ
と
認
識
し
て

い
る
。
他
市
状
況
も
参
考
に
し
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

径
他
市
事
例
の

情
報
収
集
等
に
努
め
、
多
様
な
市
民

の
意
見
を
市
政
に
活
か
し
た
い
。

■
そ
の
他
、「
待
機
児
童
問
題
の
続

き
」「
高
架
下
開
発
と
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

現
在
の
福
祉
会
館
と
新
た
に
建
設

予
定
の
福
祉
会
館
に
つ
い
て
。
契
耐

震
診
断
の
結
果
は
極
め
て
危
険
な
状

態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在

の
福
祉
会
館
は
、
人
命
保
護
の
点
か

ら
即
時
使
用
停
止
と
し
、
仮
移
転
の

計
画
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。
形
新
福
祉
会
館

の
建
設
計
画
（
案
）
は
、
最
悪
の
選

択
で
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
み
て
も
計
画
の
妥
当
性
を
評
価
す

る
意
見
は
少
な
い
が
、
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。
径
ま
ち
づ
く
り
、
市
有

財
産
の
効
果
的
利
用
、
公
共
施
設
の

複
合
化
、
多
機
能
化
、
民
間
活
力
の

導
入
、
市
民
参
加
な
ど
、
こ
れ
ま
で

の
市
の
方
針
に
全
く
沿
っ
て
お
ら
ず
、

ど
の
点
に
お
い
て
も
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
な
い
極
め
て
安
易
な
計
画
で
あ

福
祉
会
館
の
現
在
と
未

福
祉
会
館
の
現
在
と
未
来来

り
、
反
対
で
あ
る
。
市
の
方
針
と
整

合
性
の
な
い
無
責
任
な
計
画
に
対
し

て
、
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

契
現
在
の
利
用
状
況
か
ら
、

一
時
的
に
ど
こ
か
へ
移
転
す
る
の
は

現
実
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
で
き
る

だ
け
早
く
新
し
い
も
の
を
建
て
る
と

い
う
方
針
で
あ
る
。
径
指
摘
さ
れ
る

よ
う
な
点
は
庁
内
で
の
協
議
の
中
に

も
出
て
い
た
。
総
合
的
に
判
断
し
、

今
の
計
画
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
利
用
者
の
要

望
の
把
握
に
努
め
、
新
た
に
実
施
す

る
事
業
内
容
を
検
討
し
た
上
で
計
画

を
作
成
し
た
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

契
４
月
か
ら
始
ま
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
で
は
、
地
域
に
最

も
合
っ
た
制
度
を
組
み
立
て
る
と
し

て
い
る
。
小
金
井
市
の
目
指
す
計
画

と
は
。
形
市
の
調
査
で
は
、
今
後
幼

稚
園
を
利
用
し
た
い
保
護
者
は　

・
５７

４
％
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
希
望

者
は　

％
で
あ
る
。
市
内
の
私
立
幼

３４

稚
園
の
役
割
を
ど
う
考
え
る
か
。
径

私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
特
別
支
援
教

育
へ
の
支
援
（
巡
回
相
談
事
業
等
）

に
つ
い
て
の
見
解
は
。
恵
私
立
幼
稚

園
と
保
育
所
の
様
々
な
支
援
格
差
を

是
正
す
る
た
め
、
幼
稚
園
と
の
連
絡

会
を
持
ち
、
多
様
な
子
育
て
支
援
の

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
保
育
所
の

待
機
児
童
解
消
が
本
市
の
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。
今
後
は
、
施
設
の
定
員

私
立
幼
稚
園
と
連
携
し

私
立
幼
稚
園
と
連
携
し
てて

子
育
て
環
境
の
確
保

子
育
て
環
境
の
確
保
をを

枠
充
実
と
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を

図
る
な
ど
、
よ
り
多
く
の
児
童
が
市

内
の
教
育
・
保
育
施
設
を
利
用
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
目
指
す
。
形
待
機

児
童
解
消
の
一
助
と
な
る
、
一
時
預

か
り
事
業
の
実
施
を
検
討
し
た
い
。

恵
定
期
的
に
連
絡
調
整
、
情
報
交
換

等
が
行
え
る
場
の
設
定
を
考
え
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

径
「
き
ら
り
」

で
私
立
幼
稚
園
の
園
長
会
を
行
っ
た
。

今
後
も
関
係
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

■
そ
の
他
、「
着
実
な
名
勝
小
金
井

（
サ
ク
ラ
）
の
復
活
」「
安
全
・
安
心

あ
い
さ
つ
運
動
の
拡
充
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

商
業
振
興
へ

商
業
振
興
へ
のの

更
な
る
支
援
と
取
組

更
な
る
支
援
と
取
組
をを

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

　

国
の
補
正
予
算
成
立
に
伴
い
、
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
等

を
活
用
し
た
商
業
振
興
策
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。
小

金
井
市
商
工
会
と
連
携
し
、
市
内
の

購
買
意
欲
の
向
上
を
目
指
し
た
施
策

の
充
実
を
。
消
費
税
増
税
も
視
野
に

入
れ
、
消
費
行
動
の
増
進
の
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
、
さ
く
ら
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
等
へ
の
助
成
を
行
い
、

更
な
る
経
済
活
性
化
、
市
内
の
商
業

振
興
活
性
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
民
部
長　

地
域
消
費
喚
起
支
援

型
の
予
算
は
、
地
方
へ
の
好
循
環
拡

大
に
向
け
た
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
地
域
に

お
け
る
消
費
喚
起
策
や
、
こ
れ
に
直

接
効
果
を
有
す
る
生
活
支
援
に
対
し

て
国
が
支
援
す
る
も
の
。
市
で
は
小

金
井
市
商
工
会
と
連
携
を
図
り
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
事
業
の

実
施
に
向
け
、
交
付
金
の
申
請
手
続

を
行
っ
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
の
事
業
開
始
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
さ
く
ら
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
施
策
の
目

的
が
地
域
商
店
街
の
消
費
喚
起
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
商
工
会
及
び
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
さ
く
ら
会
と
調
整
し
、
進

め
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、「
地
方
創
生
へ
向
け
た

地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定
」「
武
蔵
小

金
井
駅
周
辺
整
備
」
等
に
つ
い
て
、

質
問
・
提
案
を
し
ま
し
た
。
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市
民
が
主
催
し
た
車
椅
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
事
業
の
様
子

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
選
挙
権
を　

歳
ま
で
引
き
下
げ

１８

る
国
会
の
流
れ
が
あ
る
。
こ
の
機
会

に
、
本
市
に
お
い
て
も
若
者
が
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
若
者
の
声
が
反
映

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
若
者
総
合
計
画
を
策
定
す

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

市
民
参
加
推
進

会
議
等
で
も
審
議
さ
れ
て
い
る
。
先

進
事
例
の
情
報
を
収
集
し
多
様
な
意

思
を
市
政
に
活
か
す
べ
く
取
り
組
む
。

　

許
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

向
け
、
様
々
な
取
組
が
自
治
体
に
投

げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
契
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
と
の
交
流
機
会
を
積
極

的
に
作
ら
な
い
か
。
形
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
場
な
ど
の
公
共
施
設
や
大
学
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
等
の
貸
出
し
を
仲
介
し
、

競
技
・
団
体
を
後
押
し
し
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
今
後
も
機
会

を
活
か
せ
る
よ
う
、
研
究
し
た
い
。

　

市
長　

形
多
摩
地
域
の
活
用
に
つ

い
て
市
長
会
を
挙
げ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
小
金
井
と
し
て
も

何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
玉
川
上
水
の
人
道
橋
架

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
小
金
井
公
園
前

の
横
断
歩
道
の
移
設
、
五
日
市
街
道

の
遊
歩
道
と
都
道
の
歩
道
の
安
全
対

策
、
来
年
改
選
の
消
防
団
員
確
保
に

向
け
た
減
税
や
応
援
シ
ョ
ッ
プ
設
置

の
要
請
、
機
能
別
消
防
団
の
検
討
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
今
年
か
ら「
小
金
井
教
育
の
日
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
研
究
発
表

会
に
つ
い
て
、
契
東
京
学
芸
大
学
の

永
田
先
生
の
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
道

徳
教
育
」
の
活
か
し
方
は
。
形
講
演

会
で
、
体
験
活
動
の
重
要
性
に
触
れ

て
い
た
が
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構

想
の
今
後
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
道
徳
教
育
推

進
委
員
会
で
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　

教
育
長　

形
移
動
教
室
や
農
業
体

験
は
、
子
ど
も
た
ち
を
精
神
的
に
成

長
さ
せ
る
。
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
構

想
を
研
究
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
る
。

　

許
「
名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）」
に

つ
い
て
、
来
年
度
予
定
の
内
容
と
、

育
苗
フ
ァ
ー
ム
の
移
転
へ
の
対
応
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

来
年
度
は
、
関

野
橋
・
梶
野
橋
間
下
流
に　

本
の
苗

１５

若
者
の
声
を
反
映
し

若
者
の
声
を
反
映
し
たた

魅
力
あ
る
市
に
す
る
た
め

魅
力
あ
る
市
に
す
る
た
め
にに

木
の
補
植
を
予
定
。
育
苗
フ
ァ
ー
ム

の
確
保
に
は
、
全
力
を
注
い
で
い
る
。

　

距
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開
始

す
る
に
当
た
り
、
契
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー
の
職
員
体
制
の
強
化
を
。
形
各

課
と
の
密
接
な
連
携
を
。
径
職
員
研

修
の
動
向
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
協
議
を
進
め

て
い
く
。
形
福
祉
保
健
部
各
課
で
連

携
を
図
り
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
と

適
切
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
径
研
修
や
連
絡
会
に
参
加
し
、

知
識
や
情
報
の
収
集
に
努
め
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
農
家
の
野
焼
き
、
不
法

投
棄
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚　

年
、　

年
後
の
小
金
井
の
ビ

１０

２０

ジ
ョ
ン
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

市
長　

小
金
井
市
は
大
き
な
都
立

公
園
に
囲
ま
れ
、
大
学
や
研
究
所
も

あ
り
、
住
環
境
が
素
晴
ら
し
い
。
小

金
井
市
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成

７
・
８
年
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
だ

っ
た
が
、
中
央
線
の
連
続
立
体
交
差

や
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
１
地
区
の

再
開
発
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
こ
と
で
、
税
収
構
造
は
変
わ
っ
て

い
く
。
今
後
は
人
口
が
減
ら
な
い
施

策
を
進
め
、
若
年
層
に
魅
力
あ
る
ま

ち
を
作
り
、
担
税
力
を
持
つ
方
々
に

住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

許
学
校
教
育
現
場
で
の
「
合
理
的

配
慮
」
の
検
討
と
、
特
別
支
援
学
級

児
童
の
校
外
学
習
参
加
の
現
状
は
。

　

学
校
教
育
部
長　

合
理
的
配
慮
に

子
ど
も
達
の
未
来
に
は

確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

当
た
り
、
教
員
の
専
門
性
の
向
上
、

学
校
と
関
係
機
関
が
連
携
し
た
指
導

体
制
の
確
立
、
学
校
内
の
チ
ー
ム
体

制
充
実
と
い
う
３
点
の
課
題
を
、
学

校
や
関
係
機
関
、
専
門
家
等
と
連
携

し
て
研
究
し
た
い
。
通
常
学
級
の
校

外
学
習
に
特
別
支
援
学
級
の
子
ど
も

た
ち
の
全
員
は
参
加
で
き
な
い
事
実

が
あ
っ
た
。
参
加
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
、
合

理
的
配
慮
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、

学
習
の
狙
い
、
内
容
、
障
が
い
の
状

況
や
発
達
段
階
、
集
団
で
の
適
応
状

態
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
合
意

形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
難
病
患
者
は
、
薬
や
治
療
法
が

確
立
し
な
い
中
、
重
い
病
と
高
額
な

医
療
費
に
苦
し
ん
で
い
る
。
公
明
党

が
推
進
し
た
難
病
医
療
法
が
１
月
に

施
行
し
、
夏
ま
で
に
難
病
指
定
が　
５６

疾
患
か
ら　

疾
患
に
拡
充
、
対
象
患

３００

者
数
も　

万
人
か
ら　

万
人
に
倍
増
、

７８

１５０

子
ど
も
の
難
病
も　

疾
患
か
ら　

疾

５１４

７０４

患
に
拡
大
す
る
。
申
請
す
れ
ば
医
療

費
助
成
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら

れ
る
。
契
広
く
周
知
し
な
い
か
。
形

不
安
を
抱
え
た
難
病
者
の
支
え
と
な

る
患
者
会
に
つ
な
げ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
更
な
る
周
知
を
行
う
。
漏
れ

の
な
い
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
を
行

う
。
形
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　

許
児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

身
近
に
相
談
で
き
る
環
境
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
支
援
を
行
わ
な
い
か
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ
（
ア
ド

バ
イ
ス
の
場
所
）
を
参
考
に
和
光
市

で
は
「
わ
こ
う
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
を
推

進
し
て
い
る
。
契
母
子
保
健
相
談
支

援
事
業
等
を
進
め
な
い
か
。
形
妊
娠

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
行
わ
な
い
か
。

ま
た
、
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
や
子
育

て
ホ
ッ
ト
メ
ー
ル
配
信
を
要
望
す
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
。
形

都
の
事
業
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
武
蔵
小
金
井
駅
の
ホ
ー

ム
ド
ア
設
置
を
質
問
し
ま
し
た
。

小
金
井
の
未
来
／
学
校
で

小
金
井
の
未
来
／
学
校
で
のの

合
理
的
配
慮
の
検
討

合
理
的
配
慮
の
検
討
はは

「
小
金
井
教
育
の
日

「
小
金
井
教
育
の
日
」」

の
活
か
し

の
活
か
し
方方

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

虚
契
な
ぜ
倒
壊
の
危
険
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
老
朽
マ
ン
シ
ョ
ン
の
隣

に
新
福
祉
会
館
を
建
て
る
の
か
。
形

現
福
祉
会
館
の
耐
震
調
査
の
結
果
は
、

「
Ｘ
方
向
は
全
階
が
耐
震
性
能
を
下

回
る
」「
部
分
崩
壊
の
危
険
性
が
あ

る
」
で
あ
る
。
耐
震
調
査
か
ら
４
年

が
経
過
し
た
。
市
長
は
さ
ら
に
３
年

以
上
使
い
続
け
る
計
画
で
あ
る
。
極

め
て
危
険
で
憂
慮
す
べ
き
事
態
だ
。

人
命
優
先
で
早
急
に
仮
移
転
す
べ
き

で
は
。
径
新
福
祉
会
館
の
設
計
業
者

の
選
定
は
、
競
争
原
理
を
作
用
さ
せ

る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
行
う
約
束

だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
の
研
究
室

に
一
者
随
意
契
約
で
発
注
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
や
り
方
を
市
長

は
正
し
い
と
思
う
の
か
。
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
の
選
考
委
員
を
お
願
い
に

行
っ
た
先
生
が
「
俺
が
や
る
」
と
言

っ
て
、
そ
こ
に
発
注
す
る
な
ん
て
、

そ
ん
な
も
の
の
決
め
方
が
あ
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
建
物
の
状
況

は
個
人
情
報
で
あ
る
た
め
、
答
弁
が

難
し
い
。
形
仮
移
転
場
所
も
模
索
し

た
が
、
場
所
が
な
か
っ
た
。

　

市
長　

径
新
た
な
手
法
と
い
う
こ

と
で
、
こ
の
方
が
い
い
と
な
れ
ば
、

変
わ
る
こ
と
は
当
然
あ
る
。

　

許
中
央
通
り
（
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架

北
側
側
道
）
は
緑
化
さ
れ
て
い
な
い

が
、
そ
の
後
、
緑
化
に
向
け
た
具
体

的
見
通
し
は
得
ら
れ
た
の
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
中
。

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
公
民
館
の
基
本
方
針
に
「
誰
も

が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
共
に
ま
な
び
、

共
に
ふ
れ
あ
う
」
と
あ
る
。
契
今
後

も
こ
の
方
針
は
活
か
さ
れ
る
の
か
。

「
誰
も
が
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
は
。

形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
強
化
へ

の
認
識
は
。
径
利
用
料
無
料
の
原
則

は
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
唯
一
の
方
針
、

拠
所
で
あ
る
。
社
会
教
育
法
に
「
す

べ
て
の
国
民
が
」
と
あ
る
。
公
民
館

は
こ
の
考
え
が
基
本
。
形
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
捉
え
方
や
、
学
び
の
実
践
は

研
究
課
題
。
径
ご
意
見
と
し
て
承
る
。

　

許
契
市
内
の
認
知
症
の
方
の
人
数
、

徘
徊
な
ど
の
通
報
数
は
。
形
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
目
的
と
修

了
者
数
は
。
径
子
ど
も
対
象
の
講
座

は
。
恵
サ
ポ
ー
タ
ー
と
連
携
し
て
、

難
病
指
定
の
拡
充
に
つ
い

難
病
指
定
の
拡
充
に
つ
い
てて

広
く
周
知
し
な
い

広
く
周
知
し
な
い
かか

安
全
・
安
心
・
便
利

安
全
・
安
心
・
便
利
なな

新
福
祉
会
館

新
福
祉
会
館
をを

認
知
症
模
擬
訓
練
を
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
推
定
約
３
千

　

人
。
今
年
度
の
通
報
は
７
件
程
度
。

５００当
日
中
保
護
さ
れ
た
。
形
認
知
症
の

正
し
い
知
識
と
理
解
の
市
民
へ
の
啓

発
が
目
的
。
今
年
２
月
現
在
、
２
千

　

人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
。
市
長
を
は
じ

７４９め　

人
の
職
員
も
受
講
。
恵
ネ
ッ
ト

３９０
ワ
ー
ク
構
築
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　

介
護
福
祉
課
長　

径
子
ど
も
会
、

自
治
会
、
老
人
会
等
の
合
同
イ
ベ
ン

ト
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
寸
劇

に
よ
る
子
ど
も
向
け
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
。
市
も
勉
強

に
な
っ
た
。
大
事
な
取
組
だ
と
認
識
。

公
民
館
無
料
原
則
の
再

公
民
館
無
料
原
則
の
再
評評

価
を
／
認
知
症
模
擬
訓

価
を
／
認
知
症
模
擬
訓
練練

「
小
金
井
教
育
の
日
」の
様
子
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特
殊
詐
欺
被
害
額
の
推
移
グ
ラ
フ

（
全
国
）警
察
庁
Ｈ
Ｐ
の
公
表
値
よ
り

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
内
や
近
隣
市
に
振
り
込
め
詐
欺

の
電
話
が
多
数
か
か
っ
て
き
て
い
る
。

契
市
民
課
窓
口
付
近
に
警
告
の
横
断

幕
を
掲
げ
る
な
ど
、
機
動
的
に
対
応

し
な
い
か
。
形
平
成　

年
に
全
国
で

２５

摘
発
し
た
約
４
割
が
「
だ
ま
さ
れ
た

ふ
り
作
戦
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
広
報
け
い
し
ち
ょ
う
」
の
新
年
号

で
も
、
こ
の
取
組
に
つ
い
て
特
筆
し

て
い
る
。
市
内
の
元
気
な
高
齢
者
に

も
こ
の
作
戦
に
加
わ
っ
て
も
ら
い
、

犯
人
逮
捕
へ
一
役
買
っ
て
い
た
だ
か

な
い
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
平
成　
２６

年
度
中
の
全
国
の
特
殊
詐
欺
被
害
は

前
年
を
大
き
く
上
回
り
、
被
害
総
額

で
は
初
め
て　

億
円
を
超
え
て
過
去

５００

最
悪
を
更
新
し
て
い
る
。
本
年
、
当

市
で
は
す
で
に
４
件
発
生
し
、　

万
７００

円
程
度
の
被
害
を
受
け
て
い
る
。
警

視
庁
で
は
被
害
者
を
減
ら
す
た
め
に

特
殊
詐
欺
根
絶
オ
ー
ル
東
京
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
効
果

の
あ
る
対
策
を
共
有
し
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。
市
役
所
で
の
掲
示

等
の
提
案
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
て
い

る
の
で
、
検
討
し
た
い
。
形
小
金
井

警
察
署
で
も
実
施
し
て
い
る
。
市
民

の
ご
協
力
を
仰
ぐ
と
こ
ろ
だ
が
、
ま

ず
警
察
署
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら

対
応
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

伝
え
る
財
産
の
保
存
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

契
現
在
の
公
民
館
本
館
の
役
割
は
。

形
今
後
、
移
転
に
つ
い
て
は
ど
う
い

う
形
で
進
め
る
の
か
。
径
福
祉
会
館

に
比
べ
て
検
討
が
遅
れ
て
い
る
。
な

ぜ
、
今
ま
で
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の

か
。
福
祉
会
館
建
て
替
え
の
説
明
会

で
は
、
公
民
館
本
館
は
「
白
紙
」
と

説
明
さ
れ
て
い
た
。　

日
ほ
ど
後
の

１０

厚
生
文
教
委
員
会
で
の
行
政
報
告
で
、

正
式
に
「
新
福
祉
会
館
に
は
公
民
館

本
館
は
入
ら
な
い
」
と
報
告
さ
れ
た
。

急
に
バ
タ
バ
タ
と
決
定
さ
れ
る
の
で

は
、
公
民
館
運
営
審
議
会
も
市
民
も

到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

議
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
き
ち
ん
と

質
し
た
い
。
ま
た
、
行
政
の
側
も
早

急
に
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
ひ
と
つ
は
事

公
民
館
本
館

公
民
館
本
館
のの

移
転
に
つ
い

移
転
に
つ
い
てて

だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
作
戦

だ
ま
さ
れ
た
ふ
り
作
戦
でで

振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅

振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅
をを

業
を
実
施
す
る
場
。
そ
の
他
に
は
公

民
館
全
体
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、

事
務
的
な
機
能
が
あ
る
。
形
現
状
の

本
館
で
の
事
業
を
、
新
福
祉
会
館
に

お
い
て
も
継
続
で
き
な
い
か
福
祉
保

健
部
と
調
整
し
て
い
る
。
本
館
の
事

務
的
機
能
に
つ
い
て
は
暫
定
的
に
既

存
の
分
館
に
移
す
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
径
行
政
決
定
と
し
て
福
祉
分
野

専
用
の
も
の
と
し
て
建
設
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
の
は
、
つ
い
最
近
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
決
定
を
受
け
て
検

討
を
始
め
た
。
今
後
丁
寧
に
進
め
て

い
き
た
い
。

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
認
知
症

な
ど
で
判
断
能
力
が
充
分
で
な
い
方

に
代
わ
り
、
財
産
を
管
理
し
た
り
日

常
の
生
活
を
支
援
す
る
後
見
制
度
に

関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。
親
族
が
い

な
い
場
合
等
に
、
市
民
に
後
見
人
に

な
っ
て
も
ら
う
市
民
後
見
制
度
の
必

要
性
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

が
、
後
見
人
の
権
限
が
非
常
に
大
き

い
こ
と
か
ら
、
家
庭
裁
判
所
が
一
般

の
市
民
を
選
任
す
る
こ
と
に
慎
重
に

な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
せ
っ
か

く
志
を
持
っ
て
講
座
を
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
見
人

に
選
任
さ
れ
る
に
至
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
、
設
計
段
階
か
ら

選
任
主
体
で
あ
る
家
庭
裁
判
所
や
専

門
職
団
体
と
連
携
し
て
取
組
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

今
年
度
よ
り
養

成
事
業
を
実
施
し
、
講
座
修
了
後
は

ま
ず
生
活
支
援
員
と
し
て
活
動
し
て

も
ら
う
が
、
後
見
人
選
任
を
目
的
に

家
庭
裁
判
所
や
推
進
機
関
と
連
携
し
、

実
効
性
の
あ
る
内
容
に
し
て
い
く
。

　

許
平
成　

年
度
の
市
税
収
納
率
は

２５

　

・
８
％
で
あ
る
が
、
公
平
な
負
担

９５を
求
め
る
市
民
の
声
は
大
変
強
く
、

滞
納
件
数
を
減
ら
す
べ
く
一
層
の
努

力
を
要
望
す
る
。
平
成　

年
度
は
ど

２７

の
よ
う
な
取
組
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　

税
務
担
当
部
長　

個
人
市
民
税
特

別
徴
収
、
税
保
統
合
、
税
保
統
合
の

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
機

動
的
な
滞
納
整
理
の
３
つ
を
進
め
る
。

市
民
後
見
制
度

市
民
後
見
制
度
／／

市
税
徴
収
の
強
化
に
つ
い

市
税
徴
収
の
強
化
に
つ
い
てて

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

虚
新
福
祉
会
館
を
単
独
で
第
二
庁

舎
北
側
駐
車
場
に
建
て
替
え
る
に
は
、

次
の
４
つ
の
矛
盾
点
や
問
題
点
が
あ

る
。
臼
大
震
災
時
の
安
全
確
保
の
た

め
に
建
て
替
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

危
険
な
状
態
の
ま
ま
建
て
る
計
画
で

あ
る
。
渦
単
独
建
て
替
え
の
財
源
を

示
せ
な
い
。
嘘
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
反
し
て
い
る
。
唄
過
去
の
不

適
切
な
都
市
計
画
に
よ
り
西
隣
の
マ

ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
が
で
き
な
い

等
で
あ
り
、
見
解
を
求
め
る
。

　

市
長　

個
別
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
個
人
情
報
な
の
で
、
話
を
す

る
の
は
難
し
い
。

　

許
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
高
齢
者
や
障

が
い
等
を
持
つ
人
を
、
家
庭
な
ど
で

報
酬
を
受
け
る
こ
と
な
く
援
助
す
る

人
の
こ
と
で
あ
る
。
ケ
ア
ラ
ー
は
悩

新
福
祉
会
館
建
て
替

新
福
祉
会
館
建
て
替
ええ

問
題
／
ケ
ア
ラ
ー
支
援

問
題
／
ケ
ア
ラ
ー
支
援
策策

み
や
不
安
、
問
題
点
を
抱
え
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
英
国
に
は
、
ケ
ア
ラ

ー
を
支
援
す
る
た
め
の
法
律
や
政
策

が
あ
り
、
学
ぶ
点
が
多
い
。
小
金
井

市
に
お
い
て
も
、
ケ
ア
ラ
ー
ア
セ
ス

メ
ン
ト
、
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
、
ケ

ア
ラ
ー
手
帳
、
ケ
ア
ラ
ー
緊
急
カ
ー

ド
等
の
取
組
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

介
護
者
が
適
切

な
介
護
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
家
族
介
護
教
室
や
介
護
者
相
互

の
交
流
の
機
会
を
設
け
る
な
ど
の
事

業
を
実
施
し
て
い
る
。
紹
介
の
あ
っ

た
取
組
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
放
課
後
子
ど
も
教
室
に
つ
い
て
。

契
地
域
を
巻
き
込
む
行
政
の
熱
意
が

足
り
な
い
。
公
民
館
等
の
活
動
団
体

と
連
携
し
、
活
動
成
果
を
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
は
。

形
文
部
科
学
省
は
放
課
後
子
ど
も
教

室
、
学
童
ク
ラ
ブ
一
体
化
の
方
針
だ

が
、
小
金
井
の
学
童
は
別
で
行
う
べ

き
。
市
の
考
え
は
。
径
制
度
は
手
段

で
あ
り
目
的
で
は
な
い
。
ま
ず
市
が

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
在
り
方
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
実
施
主
体
で

あ
る
推
進
委
員
会
、
実
行
委
員
会
に

意
見
は
伝
え
る
。
形
制
度
が
変
わ
り
、

国
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
考
え
て

い
く
。
径
色
々
な
方
策
な
ど
総
合
的

な
視
点
で
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

　

許
学
校
の
ニ
ー
ズ
と
地
域
の
力
を

地
域
の
教
育
力
を
高
め

地
域
の
教
育
力
を
高
め
るる

学
校
支
援
施
策
を
問

学
校
支
援
施
策
を
問
うう

マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
効
果
的
な
学
校
支

援
を
行
う
学
校
支
援
地
域
本
部
に
つ

い
て
。
契
学
校
を
核
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と
い
う
点
で

課
題
が
共
通
す
る
放
課
後
子
ど
も
教

室
を
担
当
す
る
生
涯
学
習
部
や
市
長

部
局
と
連
携
し
て
地
域
の
教
育
力
を

総
合
的
に
高
め
る
仕
組
み
作
り
が
必

要
で
は
。
形
市
長
の
考
え
は
。

　

教
育
長　

契
大
変
傾
聴
に
値
す
る

ご
意
見
。
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
課
題
。

　

市
長　

形
教
育
委
員
会
と
協
力
し
、

地
域
の
中
で
学
校
を
支
え
て
い
く
体

制
を
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

福
祉
会
館
に
比
べ
移
転
計
画
検
討

が
遅
れ
て
い
る
公
民
館
本
館

小
金
井
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
平
和
の
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

契
戦
後　

年
の
今
年
、
戦
争
体
験
や

７０

被
爆
体
験
の
語
り
部
を
把
握
し
、
必

要
と
さ
れ
る
場
に
派
遣
す
る
事
業
を

行
わ
な
い
か
。
形
Ｎ
Ｐ
Ｔ
国
際
会
議

に
向
け
て
、
原
爆
写
真
展
や
横
断
幕

の
掲
示
な
ど
、
核
兵
器
廃
絶
の
啓
発

を
強
め
な
い
か
。
径
Ｉ
Ｓ
な
ど
の
テ

ロ
根
絶
へ
、
国
際
社
会
が
一
致
団
結

し
て
、
武
器
や
人
の
流
れ
を
断
つ
な

ど
、
組
織
を
弱
ら
せ
て
解
体
さ
せ
る

外
交
的
な
努
力
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
他
市
の
例
や

市
民
の
意
見
も
聞
い
て
内
容
を
検
討

し
て
い
く
。
形
非
核
平
和
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

市
長　

径
国
際
社
会
が
一
致
し
て

取
り
組
む
の
は
そ
の
と
お
り
。

　

許
防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う
。
契

市
の
防
災
計
画
に
つ
い
て
市
民
説
明

会
な
ど
を
開
催
し
、
周
知
と
啓
発
を

行
わ
な
い
か
。
形
建
築
や
農
業
関
係

の
防
災
協
定
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

取
組
の
検
討
を
求
め
る
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
市
報
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
と
と
も
に
、

人
の
集
ま
る
機
会
を
利
用
し
て
説
明

し
て
い
き
た
い
。
形
建
設
協
会
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
農
地
の
活
用
に

関
し
て
は
、
一
歩
進
ん
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
東
大
通
り
拡
幅
事
業
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

戦戦
後後　

年年
、、

７７００

平
和
事
業
の
拡
充

平
和
事
業
の
拡
充
をを
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子
ど
も
の
権
利
侵
害

子
ど
も
の
権
利
侵
害
をを

救
済
す
る
公
的
機
関
設
置

救
済
す
る
公
的
機
関
設
置
をを

外
国
人
の
入
居
拒
否
問
題

外
国
人
の
入
居
拒
否
問
題
／／

非
正
規
職
員
の
待

非
正
規
職
員
の
待
遇遇

外
国
人
不
可
の
入
居
制
限
の
状
況

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
契
日
本
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本

語
も
流
暢
な
在
日
韓
国
人
の
方
が
、

市
内
で
「
外
国
人
お
断
り
」
と
い
う

入
居
拒
否
に
あ
っ
た
。
市
は
こ
の
よ

う
な
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。
形

明
ら
か
な
差
別
行
為
が
行
わ
れ
た
場

合
に
市
は
指
導
で
き
る
の
か
。
人
権

週
間
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
に
つ

い
て
市
内
の
状
況
を
確
認
し
、
問
題

が
あ
れ
ば
是
正
し
、
市
民
相
談
全
般

か
ら
把
握
す
べ
き
で
は
。
径
住
宅
確

保
要
配
慮
者
へ
の
支
援
と
し
て
居
住

支
援
協
議
会
を
設
置
す
べ
き
。
神
奈

川
県
や
川
崎
市
の
取
組
、
公
的
保
証

人
制
度
等
を
参
考
に
し
て
検
討
を
。

　

企
画
財
政
部
長　

契
外
国
人
相
談

等
か
ら
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
形

市
は
不
動
産
業
者
に
対
し
て
調
査
確

認
を
行
う
立
場
に
は
な
い
。
市
に
相

談
が
あ
れ
ば
、
適
切
に
対
処
す
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

径
居
住

支
援
協
議
会
は
今
後
の
研
究
課
題
。

家
賃
債
務
保
証
制
度
を
紹
介
し
た
い
。

　

市
長　

外
国
人
だ
け
で
は
な
く
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
も
苦
労

し
て
い
る
。
差
別
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
解
決
策
が
と
れ
る
か
考
え
た
い
。

■
そ
の
他
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

研
究
会
の
ブ
ラ
ッ
ク
自
治
体
指
標
を

も
と
に
非
常
勤
・
臨
時
職
員
の
処
遇

状
況
を
確
認
し
、
臨
時
職
員
雇
用
の

１
か
月
の
空
白
期
間
の
是
正
は
、
総

務
省
通
知
を
踏
ま
え
他
市
を
調
査
す

る
と
の
市
の
見
解
を
確
認
し
ま
し
た
。

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

日
本
政
府
が
子
ど
も
の
権
利
条
約

を
批
准
し
て　

年
、
小
金
井
市
子
ど

２０

も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
は
制
定
か

ら
丸
６
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
が
、

権
利
意
識
の
向
上
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。
家
庭
で
の
虐
待
、
学
校
で
の

体
罰
や
い
じ
め
、
そ
れ
が
起
因
と
思

わ
れ
る
不
登
校
や
自
殺
な
ど
、
子
ど

も
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。
契
子
ど
も
自
身
が
相
談

で
き
る
場
で
は
、
子
ど
も
か
ら
は
ど

の
よ
う
な
相
談
が
多
い
の
か
を
把
握

し
て
い
る
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
相
談
先

と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。
形
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
学
校
や

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
相
談
先

と
考
え
に
く
い
と
答
え
る
子
ど
も
が

一
定
の
割
合
で
い
る
。
教
育
委
員
会

は
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。
径
子
ど

も
の
権
利
侵
害
の
救
済
、
回
復
の
た

め
の
公
的
な
第
三
者
機
関
の
設
置
を
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
が
総
合
窓
口
と
な

り
、
児
童
相
談
所
と
連
携
。
具
体
的

に
子
ど
も
か
ら
の
相
談
と
し
て
は
カ

ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
径
必
要
性
は

理
解
し
て
お
り
、
今
後
検
討
す
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
ア
ン
ケ
ー
ト

に
答
え
た
中
高
生
の
多
く
が
充
実
し

た
環
境
で
育
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

相
談
先
の
案
内
を
毎
学
期
配
布
す
る

等
、
一
層
の
周
知
に
取
り
組
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
職
員
へ
車
い
す
の
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

川崎市人権オンブズパーソンの相談カード

※年に１回、市内全小・中・高（特別支援、私立、県立、
民族含む）の児童・生徒、子ども関係施設（児童相談
所、児童養護施設等）などで配布されている。

総務企画委員会
▶小金井市福祉会館建設基本計画策定市民検討委員会
設置条例　▶小金井市健全な財政運営の確保に関する
条例策定市民検討委員会設置条例　▶福祉会館の建て
替え場所等の決定にあたって、市民参加での十分な検
討を求める陳情書　▶新福祉会館の建設に対し市民検
討委員会の設置を求める陳情書　▶単独福祉会館建設
に対し再検討を求める陳情書　▶第二庁舎の取得に関
する陳情書　▶総務企画委員会の所管事項に関連して、
新福祉会館計画の合理性の検証を求める陳情書　▶総
務企画委員会の所管事項に関連して、新福祉会館計画
の安全性の検証を求める陳情書　▶第二庁舎を地主か
ら買い取らないことを求める陳情書
厚生文教委員会
▶小金井市高齢者入院見舞金支給に関する条例　▶小
金井市認可外保育室等入所児童保護者助成金の交付に
関する条例　▶福祉会館内随所に耐震診断の結果及び
避難経路の掲示を求める陳情書　▶福祉会館の使用停
止と仮移転を求める陳情書　▶新福祉会館建設計画の
見直しを求める陳情書　▶福祉会館を早急に仮移転す
ることを求める陳情書　▶新・福祉会館の安全性の確
保を求める陳情書（同趣旨３件）▶新福祉会館建設計
画の凍結を求める陳情書　▶新福祉会館に認定保育所
を併設することに対する陳情書　▶厚生文教委員会の
所管事項に関連して、新福祉会館計画市民検討委員会
設置を求める陳情書
建設環境委員会
▶容積率に余裕を残した新福祉会館設計を実施する案
に反対すると共に本町６丁目５番地に市街地再開発事
業の実施を求める陳情書　▶「福祉会館の仮移転」と
「新福祉会館建設予定地に隣接するマンションの耐震
強度不足の解決」を求める陳情書
議会運営委員会
▶①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び会議日
割等、議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委
員会条例等に関する調査、③議会運営に関する議長の
諮問事項について
行財政改革調査特別委員会
▶小金井市行財政改革大綱審議会設置条例　▶小金井
市の財政状況と新福祉会館建設案に関する陳情書　▶
行財政改革調査特別委員会の所管事項に関連して、新
福祉会館計画の合理性の検証を求める陳情書　▶第四
次行財政改革大綱をより実効性のあるものにするため
の陳情書　▶行財政改革に係る諸問題の調査

引き続き審査する案件

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
教
育
委
員
会
は
８
月
か
ら
東
セ

ン
タ
ー
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
委
託
す
る

方
針
で
あ
る
。
市
長
の
早
く
委
託
を

と
い
う
指
示
が
き
っ
か
け
だ
が
、
契

市
民
懇
談
会
は
準
備
不
足
で
は
な
い

か
。
形
教
育
委
員
会
が
発
足
さ
せ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
、
貫
井
北
セ
ン
タ
ー

を
受
託
し
て
１
年
。
昨
年
末
に
職
員

が
辞
め
、
体
制
が
不
安
定
な
上
、
検

証
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。
径
公
民

館
運
営
審
議
会
は
、
課
題
と
問
題
点

が
解
決
さ
れ
審
議
会
が
了
承
し
た
時

点
が
委
託
時
期
だ
と
答
申
し
た
。
教

育
委
員
会
は
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
準
備
が
十
分

だ
っ
た
と
は
言
え
な
い
と
反
省
し
て

い
る
。
懇
談
会
の
意
見
は
反
映
さ
せ

た
い
。
形
図
書
館
協
議
会
、
公
民
館

運
営
審
議
会
等
に
よ
る
評
価
、
利
用

者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
評
価
は

高
い
。
径
十
分
に
検
討
し
て
い
る
。

　

許
若
者
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、

東
京
都
は
新
年
度
非
正
規
雇
用
対
策

と
し
て
、
年
間
５
千
人
、
３
年
間
で

１
万
５
千
人
の
正
規
雇
用
を
拡
大
す

る
予
算
を
計
上
し
た
。
市
内
の
事
業

所
に
、
こ
の
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

国
や
東
京
都
と
連
携

し
、
若
年
者
を
含
め
た
雇
用
対
策
の

情
報
を
経
済
課
窓
口
、
市
報
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
こ
が
ね
い
仕
事
ネ
ッ

ト
、
商
工
会
等
で
周
知
に
努
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
緊
急
輸
送
道
路
沿
道
建

築
物
の
耐
震
化
を
質
問
し
ま
し
た
。

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
化

東
セ
ン
タ
ー
の
委
託
化
はは

や
め
、
充
実
を
求
め

や
め
、
充
実
を
求
め
るる

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が
、

４
月
１
日
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

に
よ
っ
て
「
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
」
に
な
る
。
宮
地
商
会
が
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
は
芸
術
・
文
化

の
面
で
も
大
き
な
前
進
で
あ
り
、
う

れ
し
く
思
う
。
契
２
企
業
の
応
募
が

あ
っ
た
が
、
募
集
方
法
は
。
形
適
正

価
格
の
考
え
方
は
。
径
３
年
契
約
終

了
後
に
パ
ー
ト
ナ
ー
が
変
わ
っ
た
場

合
、
混
乱
し
な
い
か
。
恵
文
化
施
設

だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
道

路
、
公
園
、
イ
ベ
ン
ト
、
講
座
な
ど

に
も
範
囲
を
広
げ
た
り
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
な
い
か
。
慶
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
の
バ
ナ
ー
広
告
は
空
き
ス
ペ

ー
ス
が
多
す
ぎ
る
が
、
原
因
は
。

　

市
民
部
長　

契
市
報
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
の
情
報
を
専
門
に
発
信
し
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、

報
道
機
関
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に

よ
り
公
募
し
た
。
形
希
望
額
は　

万
５００

円
だ
が
、
結
果
は　

万
円
と
な
っ
た
。

３００

径
全
国
的
に
見
て
も
１
回
で
辞
退
す

る
例
は
少
な
い
。
更
新
の
際
は
継
続

で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　

企
画
財
政
部
長　

恵
内
部
で
検
討

を
行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
２
例
目

が
報
告
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。
提

案
に
つ
い
て
は
十
分
参
考
に
し
た
い
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長　

慶
企
業
の

目
的
達
成
に
よ
る
継
続
解
除
や
、
広

告
宣
伝
費
の
抑
制
が
考
え
ら
れ
る
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
とと

バ
ナ
ー
広

バ
ナ
ー
広
告告

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

市
議
会
は
昨
年
３
月
定
例
会
で
、

寡
婦
（
夫
）
控
除
み
な
し
適
用
を
求

め
る
陳
情
書
を
全
会
一
致
で
採
択
し

た
。
陳
情
書
の
趣
旨
は
、
保
育
料
算

定
や
公
営
住
宅
利
用
な
ど
の
手
続
を

行
う
上
で
、
社
会
福
祉
部
門
を
担
当

す
る
部
署
に
お
い
て
婚
姻
歴
の
な
い

ひ
と
り
親
家
庭
で
あ
る
こ
と
を
認
定

し
、
現
行
税
法
の
寡
婦
（
夫
）
と
同

等
の
控
除
を
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

陳
情
書
を
採
択
し
て
１
年
近
く
経
過

し
、
請
願
・
陳
情
の
処
理
経
過
及
び

結
果
報
告
が
配
付
さ
れ
て
半
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
。
現
在
の
検
討
状

況
と
、
み
な
し
適
用
の
実
施
時
期
を

い
つ
ご
ろ
と
見
定
め
て
検
討
し
て
い

る
の
か
を
問
う
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

み
な
し
適
用

非
婚
ひ
と
り
親
家
庭

非
婚
ひ
と
り
親
家
庭
にに

寡
婦
（
夫
）
控
除
適
用

寡
婦
（
夫
）
控
除
適
用
をを

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
実
績
な

ど
に
鑑
み
て
、
最
も
対
象
者
が
多
く
、

影
響
が
大
き
い
保
育
所
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
。
本
市
で
も
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ
く
特

定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
額
に
つ

い
て
、
婚
姻
歴
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
場
合
に
減
免

を
適
用
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
減

免
適
用
に
つ
い
て
は
、
規
則
で
規
定

し
て
い
き
た
い
。
学
童
保
育
育
成
料
、

市
営
住
宅
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
本
市
の
状
況
等
を
調
査
し
て

い
き
た
い
。
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市 議 会 だ よ り

反
対
討
論
（
要
旨
）

岸
田
正
義
（
市
議
会
民
主
党
）

　

保
育
の
質
と
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
必

要
で
あ
る
。
公
民
問
わ
ず
、
市
が
子

育
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
た
上
で
公

立
保
育
所
が
担
う
役
割
を
明
確
に
し
、

公
民
が
連
携
す
る
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス

を
探
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
認
可

園
増
設
と
職
員
待
遇
改
善
に
は
賛
成

だ
が
、
現
段
階
で
現
行
の
全
公
立
園

の
存
続
に
は
同
意
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

待
機
児
童
解
消
と
保
育
士
の
待
遇

改
善
、
現
在
の
公
立
園
の
存
続
は
当

然
の
願
い
で
あ
る
。
新
た
な
保
育
制

度
が
始
ま
り
、
保
育
の
格
差
が
生
ま

れ
、
株
式
会
社
の
参
入
も
予
想
さ
れ

る
中
、
公
立
園
の
保
育
の
質
を
守
る

上
で
の
役
割
は
重
要
。
財
政
的
に
も

保
育
事
業
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
て

い
る
こ
と
は
な
く
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

認
可
保
育
所
増
設
と
あ
ら
ゆ
る
保

育
施
設
の
職
員
待
遇
改
善
は
賛
成
だ

が
、
全
公
立
園
の
存
続
は
賛
同
で
き

な
い
。「
民
間
で
で
き
な
い
こ
と
を

行
政
で
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、

市
の
保
育
行
政
の
将
来
像
を
示
し
た

上
で
公
立
園
の
役
割
を
定
義
し
、
あ

ら
ゆ
る
保
育
施
設
と
連
携
し
、
公
民

の
最
適
な
役
割
分
担
を
議
論
す
べ
き
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

私
自
身
の
弁
護
士
と
し
て
の
率
直

な
実
感
で
は
、
司
法
試
験
は
知
識
の

み
問
う
試
験
で
あ
る
。
司
法
修
習
も

受
け
ず
２
回
試
験
に
合
格
し
て
い
な

い
法
曹
有
資
格
者
が
、
陳
情
者
の
期

待
す
る
、
虐
待
事
案
等
へ
の
対
応
は

困
難
だ
ろ
う
。
業
務
へ
の
更
な
る
法

的
知
識
の
必
要
性
は
強
く
感
じ
る
の

で
、
職
員
の
研
鑽
の
徹
底
を
求
め
る
。

小
金
井
市
の
待
機
児
童
の

解
消
と
保
育
の
質
の
向
上
を
、

新
制
度
施
行
後
も
市
の
責
任
で

行
う
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

市
役
所
に
お
け
る
法
曹
有
資
格
者

の
職
員
登
用
を
求
め
る
陳
情
書

議　

決　

結　

果

【会派略称】　 　　　　　自：自由民主党小金井市議団　共：日本共産党小金井市議団
公：小金井市議会公明党　民：小金井市議会民主党　　　リ：リベラル保守の会
ネ：生活者ネットワーク　改：改革連合　　　　　　　　治：市民自治こがねい
会：こがねい市民会議　　お：小金井をおもしろくする会請 願 ・ 陳 情 の 審 議 結 果

○：賛成  ×：反対  △：退席  議：議長（原則、採決には加わらず）
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趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議

議会基本条例が制定されるまでの間も、定例会終了後の議
会報告会開催を継続的に試行し、市民との会話を重ねるこ
とを求める。

議会基本条例が制定されるまでの間の議会
報告会の定期的試行を求める陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

市道１８号線の一部に埋設されたヒューム管の位置を明らか
にし、その位置をもとに市道１８号線の道路区域を見直すこ
と等を求める。

市道１８号線の道路区域境界線の一部（梶野
町４丁目２１－１５から同４丁目２１－１７）につ
いて区域決定の見直しの陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

市道１８号線と梶野町４－２１－１５〜１７の接点の道路区域決定
について、境界石の位置を尊重した上で見直すこと等を求
める。

市道１８号線の一部（梶野町４丁目２１－１５か
ら－１７）について道路区域決定と境界確認
の見直しについての陳情書

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議
政務活動費の収支報告が、市議会だより、ホームページで
公開されるよう、具体的な対応を速やかに進めることを求
める。

市議会だより、市議会ウェブサイトで政務
活動費収支報告の公開を求める陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議議場及び委員会室の冷房について、少なくとも議会事務局

や本庁舎１階と同程度の温度にすることを求める。議場の冷房についての陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○議会議における発言が難語や数字の羅列が多いため、傍聴者

へ故意に分かりにくくすることのないよう求める。傍聴し易い議会についての陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

市の道路区域の境界線確認方法には重大な法的疑義がある
ため、確認手順の根拠を明らかにし、道路行政の抜本的改
善を求める。

道路区域確認の根拠法の説明と、市民が納
得できる公平、公正、公明な小金井市道路
行政に改善することを求める陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

市の土地境界確認手続について明文化して公開すること、
平成１３年以降の特定の土地境界確定について再調査するこ
と等を求める。

小金井市の公共用地境界確定事務を適法状
態に戻すことを求める陳情書

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○厚認可保育所と認証保育所との公的補助の差、保育料の差
（特に第２子以降）の解消を求める。

認可保育所と認証保育所との格差是正につ
いての陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○総

商店街やタウンショップ等と連携し、小金井の特産品をふ
るさと納税制度の特典にできるよう、具体的に検討するこ
と等を求める。

地域活性化に向け、ふるさと納税への具体
的な取り組みを求める陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○総公共施設における公衆無線ＬＡＮスポットの設置拡大、ホ

ームページ等での無線ＬＡＮ設置施設の公開を求める。
公共施設の無線ＬＡＮスポットの拡大に向
けた取り組みを求める陳情書

趣　旨
採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建

法的根拠がない市道１８号線と民地の土地境界確定につい
て、境界を昭和４３年時点の位置に戻す行政命令を発するこ
と等を求める。

法規を無視した土地境界確定の道路行政処
分の撤回と復旧の即時実施を求める陳情書

採　択○○○議○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○建緊急輸送道路沿道特定建築物に指定されたシャトー小金井
の、耐震改修等の協議・検討の場を設けること等を求める。

緊急輸送道路沿道特定建築物の耐震改修等
の支援に関する陳情書

採　択○○○議×○○○○××××××○○○○××○××総
個人情報漏えいのあった福祉会館建設計画案のパブリック
コメント検討結果を無効とし、漏えいの事実を公表するこ
と等を求める。

福祉会館建設計画案に対するパブリックコ
メント検討結果の公表における個人情報漏
えいについての陳情書

不採択○×○議×○○○○××××××○○○○×××××建都市計画決定前に、開発費用の詳細内訳、事業収支計画の
詳細等を明らかにし、市民に説明することを求める。

武蔵小金井駅南口第２地区市街地再開発事
業への補助金支出の適正さを確認すること
を求める陳情書

不採択×××議×××××××××××△△△△×××××総福祉会館について、なるべく一つの階で用事が済ませられ
るように、移転先を本庁舎跡地とすることを求める。福祉会館の移転先に関する陳情書

不採択○×○議×○○○○××××××○○○○×××××建
超高層マンションのデベロッパー選定に関して、全理事を
参考人として招致し、選定経過、金額を確認すること等を
求める。

民間超高層マンション建設（武蔵小金井駅
南口第２地区再開発）について、適正な指
導・助言・検証を求める陳情書

不採択×○○議×○○○○○○×××××××××××××総
福祉会館建設に当たり、隣地であるシャトー小金井管理組
合法人との共同事業を早期に協議、検討することを求め
る。

小金井市所有地と隣地の民間マンションと
福祉会館建設の共同事業及び法に基づく再
開発事業として実行可能な条件制定の陳情
書

不採択○○○議×○○○○××××××××××××○××総
平成２６・２７年度において、市職員、市長、副市長、教育長、
市議会議員のボーナス支給率を現状以下に据え置くことを
求める。

市役所職員、市長、副市長、教育長、市議
会議員のボーナス支給率引き上げに反対す
る陳情書

不採択○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総
予算計上されている新庁舎建設の基本設計予算について、
床面積、工法等を遅滞なく検討して執行すること等を求め
る。

蛇の目ミシン工場跡地への市庁舎建設に向
け、すでに予算が可決されている基本設計
の実施を速やかに求める陳情書

不採択○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総市役所内におけるパワハラ等の職場ハラスメントに関する
実態調査を行い、改めて啓発すること等を求める。

小金井市役所から「パワハラ」等、職場ハ
ラスメントを一掃することを求める陳情書

不採択○△×議×××○○××××××○○○○×××××総
管理職員の連合メーデー参加に関する実態調査を行って結
果を公表すること、参加の妥当性について行政の見解を示
すことを求める。

市役所管理職者等の連合メーデー行事参加
に関して実態調査を求める陳情書

不採択××○議×○○○○××××××○○○○×××××厚認可保育園の増設、保育施設の職員待遇の改善を国や都に
求めること、現行の市直営保育園の存続を求める。

小金井市の待機児童の解消と保育の質の向
上を、新制度施行後も市の責任で行うこと
を求める陳情書

不採択○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総市役所における法曹有資格者の職員登用に向け、具体的な
検討を進めることを求める。

市役所における法曹有資格者の職員登用を
求める陳情書

不採択○△○議×○○○○×××××××××××××××総
今年行われる市長選挙の日程について、投票率等を考慮し
て１１月２２日告示・２９日投票とするよう具申することを求め
る。

任期満了に伴う小金井市長選挙の投票日に
関する陳情書

不採択○○○議×○○○○××××××○○○○×××××総今年行われる市長選挙に向けて、選挙公報の候補者１人当
たりの掲載面積を拡大できるよう検討することを求める。

小金井市長選挙の選挙公報の掲載面積拡大
に関する陳情書


